
弥生給与インポート手順
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１．手当等の名称を変更します。
 まず、給与等の手当の名称を給与きめ太郎の手当等の名称に変更する手順を説明します。
①トップ画面の給与（賞与）支払画面の明細項目をクリックします。

１．手当等の名称を変更します。
①明細項目をクリックします。

②支給区分を「給与」又は「賞与」に、③項目グループを「支給」に、④表示を変更したい支給項目等をクリックし、
⑤名称を変更します。　
　 （表示のところで変更したい手当等にカーソルを合わせて名称のところをクリックすると変更出来ます。）
　ここでは、基本給、資格給、職務給、インセンティブ給、生活給と変更します。
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２．インポートデータの設定をします。
①メイン画面の「明細入力　明細書の印刷」をクリックします。

②左上にあるファイルをクリックします。
③インポートをクリックします。
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④インポート型式の「新規」ボタンをクリックします。

⑤名称を「給与きめ太郎」などに変更する。
⑥全フィールド数は、給与きめ太郎からのCSVデータの列の数を入力します。
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⑦フィールド設定で、図2のCSVデータを見ると、フィールド番号１は、社員番号になっています。社員番号や社員名などは、従
　 業員を特定するものなので、図1の「従業員特定」をクリックします。
　 ※ここで、従業員を特定するデータとして社員名を選択する場合は、フィールド番号1を対象外とし、フィールド番号2を従
　 業員特定にしておけば、社員名で特定することができます。
　 従業員特定に関しては、後に説明する従業員マッチングリストで確認することが出来ます。

　　　　　　　図1

給与きめ太郎からのCSVデータ
※フィールド数は、連動させたい列の数字を入力してください。

　　　　　　　図2
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⑧続いて、フィールド番号３は、基本給計になっていますので、明細データの基本給を選択してクリックします。

⑨引き続きフィールド番号４は、資格給ですので、４をクリックし、右側の明細データで資格給を選択します。
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⑩引き続きフィールド番号５は、職務給ですので、５をクリックし、右側の明細データで職務給を選択します。

⑪引き続きフィールド番号６は、インセンティブ給ですので、６をクリックし、右側の明細データでインセンティブ給を選択します。
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⑫引き続きフィールド番号７は、生活給ですので、７をクリックし、右側の明細データで生活給を選択します。

⑬終わりましたら、OKボタンをクリックします。
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３．インポートファイルの設定
①「給与きめ太郎」より出力したCSVデータの場所を指定して下さい。
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４．従業員のマッチング
①従業員マッチングリストをクリックします。

②自動作成ボタンをクリックします。
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③ここでは先ほど、従業員特定を社員番号（コード）にしたため、従業員特定文字項目も「従業員コード」を選択し、
④OKボタン をクリックします。

⑤それぞれの社員に「給与きめ太郎」のCSVデータの社員番号が設定されます。
※「給与きめ太郎」の社員番号と「弥生給与」の社員コードの番号が一致していることが前提です。
　 従業員コード以外の氏名の文字でも自動作成することも出来ます。
　 その場合には、従業員特定の項目を氏名に変更することが必要です。
⑥それぞれの社員のマッチングが合っているかを確認して、閉じるボタンを押します。
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⑦最後にOKボタンをクリックします。

⑧次のインフォメーションが出れば、インポート終了です。
明細入力ウィンドウで選択している従業員の明細データ
のみをインポートする場合は、ここにチェックを付けます。
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